










A consideration on The Bari-Tuba Ensemble(3)：
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C Des D Es E F Fis G As A B H
C 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7
Des -11.7  0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6
D 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6
Es -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4
E -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0
F 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3
Fis -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0
G -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7
As -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6
A 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9
B 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3
H -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0
表２　縦：調　横：音名　単位：Hz
C Des D Es E F Fis G As A B H
C 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7
Des -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6
D 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6
Es -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7
E 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0
F 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3
Fis 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0
G -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7
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As -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6
A 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9
B 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2
H 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0
　
　以上の認識に基づき、四人の奏者には、使用楽器の多くがＢ♭管であることからB-durのチュー
ニングを指示した。これを継続した結果、全ての管の調整が３センチ以内で行えるようになった。
さらに筆者はハーモニーディレクター、奏者はチューナーを使用して音程の確認を行いながら、長
三和音を以下のように割り振って演奏させた（譜例９）。
　　　　　　　　　　　譜例９
　　　　　　　　　　
　結果、四人の音色が統一され、純正律による美しい和音となり、共鳴しながら響きが柔らかく広
がりを見せるようになった。
３．ここまでのまとめとして
　チューニングという作業は、楽器を演奏する際に必要不可欠なものである。従って、いずれかの
タイミングで確認をする必要がある。そのため、チューナーやハーモニーディレクター等の機器類
を使用することは、今日常識となっているといっても過言ではない。テンポの確認のため使用する
メトロノームについても同じことが言える。これらが演奏技術の向上や、音楽的感覚を養う訓練に
役立つものであることは確かだが、言うまでもなく、実際の演奏は機械通りにするものではないこ
とを再認識しなければならない。機器類に頼るあまり、気づかぬうちにそれらに依存してしまって
いる奏者も少なくないと思われる。簡便さに頼らず、奏者としての能力を高めようという意識を
持って、日々の練習に励みたいものである。四人の奏者は引き続き、楽曲のための演習に取り組む
こととなる。
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